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圧 力 癖器蝿地 澪授継 毎 の 拘束度
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1 ．緒言

　高張力鋼薄巉却の低遍蜘甑 に 影響を お よ ば す因 子 と し て ネ素 J 放 さ （組織 ） ， 拘 束度 が

あげ5Ut 言． こ り 3 因 各 り ラ3 拘 束庚 に 周 し rIS 船 体，楠裂 ，叙 骨ゐ どに ゐ け k 測 定例が

・｝ 〈 う か報店さ 以 て 、） 5 が ，ftり 弛 り構進物溶権継 手の 拘隶疫 博 報告 さ嵐 剣 列ず1い ・ の が

王旦状 で
’

あ 3
。 強丿爽り 高 N 冫高張力 ・

鋼を使．用 す 5 圧 力 ｛蓉器り矮L地 溶才霎1＝ し て も ftの 拘 隶茂 が 承

知 て
・

あ葛 たの ， 痞棲軸水 它 腐止 すさ の に 嘆 奪駄 上 り 作業笹裡 皀行 ん っ て L ） a 可 能性 ガ あ 3

　气 こ で 苓着 Sl‡ H　T−90 它用 ・ ）た 熨際 り圧 力馨器窺地 溶椄継 守り拘東度 ε組 立幀序に 气 ・

て澪接用始 前1・ 測 定 し
．

气 り ts象 Et と 1瞳 正 惷 薄樹乍業条艇 選定ナる こ 匕 te 的 匕 し

鳬 。

2 ．拘京鹿 の 史義
　一

般 に 継 昏の 拘束疫 1甸鵜先問隔も 弾性的に 平均 1侃 仇 だけ押 し広 げさ β  押 し縮 め るに

要 す 3 単位 …辱接長 あた り の 力 （ng／。rl。n・PtM ） 1“

尓 t 嵐 3 。　し か し ・圧 力蓉器．の 溶醤継 手で
’

は

仮 付 け溶捜， 肌合せ ラ台具 鳬どがあ リ， 負荷感 等£ 弗で も閑弛周隔の 羹祉号’¢ 測定場前に ょ

。 裡 ず防 一定輪 ・ 1 ． し＃．b“ ・ て ，本訊験で は騎 布負筒 映 捷 の 濁定点5読 1ナ3

拘束疫 Kxa カくの よ う‘塾 表わ すこ セニ fこ し ア亀 サ

　　 　　 P
　 kx ＝

　 　 　 　 8x

　こ こ で Kx ：拘東度 （％ 簡 ．艦 帆 ）， 尸こ等分布掎隻 、 Sr ：測 匙点に お・け 言用 兇周隔 り 羮伝

量 （
t… n ）

3 ．拘束度 の 測定オ 法

拘京度測定の 要預 を図 1 に

示 〔 た 。 継 昏」閑矩部 に 連結 し

た4 個 の 油」屋 ≡ジ ヤ ツ キ に τ 均
一

為外 力も 強制的 に 加 え ， ft

9 畤 り用 ケし周隔り 委イ立量を ダ

4 ヤ 1レゲ ージ ゴ 測 定 し
， 外 力

と 藪 峰 匕 り駕ゴ紳 5 拘京庚

ε示 め 度 。 応 み ， 外力 博胴先 図 工、拘束度測更方法
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の 庁梛
’5 加 え た た め ， 板厚オ向 9 負荷 り 備 驫 生 味 机 お S か じめ 両 lel負荷 匕 h側 負

猗 ・ 蜩 先 り 難 り欄 々 縦 調べ ，片側 賄 に よ 3 諭 伽 5 両 側 負荷峻 疲昼縁 め

血 ．

4 ．拘京度測定結果

　圧 力窓零9 立継 ｛卜，周継 昏の 拘京農測定

柆窪 ， 用先り 変柆号みよ 戻 拘ゑ慶 の計茸値

き 1 ｝れ．气r叭 図2 ，図31 ：二示 した ・」1毬手り

拘束疫に 550 肱 制 噸 帆 ， 周継 金り 气水 は ぼ

ぽ 800k％， 帆
・　za帆 で お ・ た ． 立継 争よ 1

丿周継

手の 拘ま度 が 大 蹇 ・，鏗 由 匕 し て な 周継 6・

り

仮 付 け溶fa　q周隔が短 hs　，， こ と が港 え、5 鼡

る
。 また ，周継 争9 仮 付 ヴ容褄部り拘 京丿慶

は 大を く ノ250kY − za．． M ず あ 5 が ，仮 付 Lt

溶諺ゆ朗先内に あリ褒面り本潅授に ょ ） て

仮 付 け溶醤が溶融 して 高過1＝ な 水 ば容易に

受形す3 か 5
’

．ftの 拘柬度 lt計算値 よ りか な

り小 さ く た 3 匕 毒ん S 叭 る ．

　また ，ス．卜・D ：〆 グベ ッ クt耳又 リづ寸’ナ7髦箇
所り拘衷丿霎二宅ff療ヒし た ．ス トロ ン ク  くッ ク

E 取 リイ寸｛ナる こ と ‘こ よ リ丿弓臼タと間隔 9 憂づ迂量
1ま約 0，42 岱に た リ

，
オ匂朝と1寺約2．4 ∫疼に た

3 ．

　表11t今 回丿…力鼕器で測定し喪拘庚度 匕

すで ‘・塾麦さ叭 て い 5 船体構遊 みよ 霍・鉄骨
建獲の モ叭 ヒ E 比 較した も9Z ”

あ 5 が，　E

力察器り拘 束農は ス ト 0 ン グ1ぐ ッ ク の 笛所
E 除 けば板厚 が厚 ・】 （35

圏
轍 夙 ） に 霊 か か わ

S す
“

址較的 小 き ・〕 こ 匕 が破 譲 さ徽 た 。
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図 3．E 力 撃器周継 守 り拘京度
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表1 ．各 雅構造物癜 継 手 り 拘束度

o

造区分 結昏区 分 槻
朔帆 帆 ．

拘束慶

騙 ．轍 帆

圧 力愈器
立 継 手 35 550

周継 舎 35 80σ

サ4 ドプ レ
ート 20 8『O

ガ ト厶 フ 
一
ト 28 6qo

沐構世
ボトム プ レ ト 28 780
ア叨 ぐ一デッキ 32 1280

柱郷 上囗（フランジ丿 28 fO？O
骨建築 ’

黜恤 D うン ジ丿 許 630
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